


























2  深沢正雪「南米の日本語版クレオール語「コロニア語」・「海外」という言葉の島国感覚―その1」『ディスカバ ・ー


















































1世 32.3% 12.5% 
2世 52.1% 30.9% 1958年調査 1988年調査
3世 15.5% 41.3% 日本語 53.2% 6.3%
4世 ― 13.0% 日本語・ポルトガル語 32.0% 19.7%
5世 ― 0.3% ポルトガル語 14.8% 56.0%
不明 ― 2.0%  不明 ― 18.1%

































第Ⅲ期：空白の時代 1942年〜1951年 0（ 0.0％）
第Ⅳ期：戦後移住の時代 1952年〜1978年 52,387（22.0％）


































































































ラ）、não é?（ね）、médico（医者）、capado（去勢豚）、não é?（ね）、senhor（ご主人様）、tem porco（豚








Japão, grande, dia santo, trabalha, nada.：明日、日本の、大きな、祭日、仕事は、しない）」のように、ポル
トガル語の単語を日本語の語順で並べるなどの特徴が見られたという（半田1970）。






















出身地方名 第Ⅰ期 第Ⅱ期 第Ⅳ期 合計
北海道 704 （2.2％） 12,329（8.0％） 2,670（6.3％） 15,703（6.9％）
東北 1,840 （5.6％） 20,435（13.3％） 4,269（10.0％） 26,544（11.6％）
関東 1,035 （3.2％） 9,519（6.2％） 4,681（11.0％） 15,235（6.7％）
中部 3,501 （10.7％） 16,061（10.5％） 2,953（6.9％） 22,515（9.8％）
近畿 1,610 （4.9％） 14,690（9.6％） 3,199（7.5％） 19,499（8.5％）
中国 4,455（13.7％） 22,557（14.7％） 3,857（9.0％） 30,869（13.5％）
四国 1,556 （4.8％） 10,615（6.9％） 2,943（6.9％） 15,114（6.6％）
九州 12,209（37.5％） 38,879（25.3％） 13,230（31.0％） 64,318（28.1％）
沖縄 5,680（17.4％） 8,591（5.6％） 4,829（11.3％） 19,100（8.3％）










































































































































































































































の日本語借用や言語混交の使用が見られる（中東2014）。例：O trabalho está muito  isogashi.（仕事がとても
忙しい）／Vou fazer três horas de  zangyo  hoje.（今日は3時間残業がある）／ Onegai  levar este  daisha  de 
baixo do  sempuki.（扇風機の下にあるこの台車を持って行ってください）
19  2019年9月に開催される第8回ブラジル言語学オリンピックでは、日本人移民110周年を記念し、コロニア
語の「ヨラ」がテーマに選ばれた。毎年、文化的多様性を表す言葉が採用されるという（「サンパウロ新聞」
2018年6月14日。http://saopauloshimbun.com）。「ヨラ」とは「私たち」の意で、ポルトガル語の一人称単数
形eu（日系コロニアでは「ヨ」と発音される）＋日本語の複数形接辞「ら」を付したコロニア語である。
20  https://www.nikkeyshimbun.jp/2018/180109-01colonia.html（2018年1月10日）
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私自身もコロニア語は「きたない言葉」「教養のない言葉」「下卑た言葉」として認識して
いた。だから、雑誌の編集をするときはコロニア語を修正してきた。あるいはカッコ内に
日本語を入れた。日本サイドで読まれるとき解されないだろうという考えからである。
すると中のひとりが十名足らずの日本人会員のために、それをする必要はないのではな
いか、と反発してきたのである。そうかもしれない、とこの問題を胸に抱えて日を過ごし
ながら、相変わらず、コロニア語を修正しつづけた。
しかし、一歩仲間から離れて、道端で話すときはコロニア語を使わないと、相手と意思
疎通がはかれないという現実がある。その立場で考えると「コロニア語」こそ日系社会の宝
かもしれないということに気がついた。
私たちこそコロニアに生きている言葉、使われている言葉で書き残さなければならない
のではないか。……ブラジルは日本の一地方ではない。地方支部ではないと考えつつ、ど
うすればブラジルの独自性が樹立できるのか。……「そうか、コロニア語で書けばブラジ
ルの日系社会の独自性が生まれるのか」
なにも難しく考える必要はない。目標を日本での評価に置かなければいいのである。
……コロニア語というのは話し言葉に多用されるから、そのまま書けばいい。すると、使
い慣れたコロニア語なら日系社会の比較的若い層も参加できるのではないか。
8. おわりに
かつて日本語の研究と言えば、国内の日本語における規範的な標準語研究や歴史的研究が中
心であった。高度成長期以後の人口移動による人的接触の増加や全国共通語化の普及により、
日本人の言語生活における日本語の多様性が顕在化し、社会言語学の隆盛と相俟って、1970年
代以降、日本語の地域変種・変容研究が盛んに行われるようになった。90年代になると、全国
共通語化はほぼ完了し、急速に衰退した地域方言はすでに言語システムとしての機能を失って
しまった。そして、かつて多くの地方出身者が抱いていた方言コンプレックスの意識は薄れ、
方言が再評価される方言尊重の時代を迎えた。
日本語教育においても、これまで教えられるべきは標準日本語であり、地域方言や若者語な
どの言語変種は日本語学習の場から排除されてきた。しかし、1980年代以降、とりわけ90年
代以降は日本に在住する外国人が激増、それまでは比較的大都市に集住していた外国人は日本
全国へと居住地を広げ、従来、大学で学ぶ留学生教育が主流であった日本語教育は、地域社会
に暮らす外国人への日本語教育へと拡大することとなった。
地域変種の地位の上昇に伴い、かつては全国共通語の発信源であったテレビ・ラジオにも地
域方言や若者語があふれ、昨今のアニメや漫画、ゲームといった日本のサブカルチャー・ブー
ムとインターネットの普及は、海外にいながらにして、生きた日本語を学べる場を提供した。
このような日本語教育を巡る学習環境の大きな変化は、日本語教育の現場に標準日本語以外の
言語変種を学ぶという新たなニーズを生み出した。
加えて、グローバリゼーションを背景とする消滅危機言語・言語接触研究への関心の高まり
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ブラジル日系移民社会における「コロニア語」の位置（中東）
から、ハワイ、カナダ、ブラジルなど海外日系移民社会における日本語研究に加え、旧統治領
であったミクロネシア（旧南洋群島）、台湾、朝鮮半島、中国東北部（旧満州）、サハリン（樺太）
などに残存する日本語の研究も積極的に行われるようになった。これらはいずれも、他言語と
の接触・変容を含んだ日本語の下位変種として扱われ、従来、言語研究の対象として重要視さ
れてこなかったが、近年になって、ようやくその価値が認められるようになった。
ブラジルにおける「コロニア語」の再評価という動きも、このような時代の流れの中で、そし
て消滅に瀕した今だからこそ生まれたのかもしれない。
付記　本稿は、文部科学省科学研究費補助金・若手研究（B）〔課題番号20720140〕による研究
成果の一部である。
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